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中
里
学
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の 

会
長
に
就
任
し
て
今
年
で
１１
年
目
の
石
川 

会
長
N

P

O
公
共
タ
ク
シ
ー
の
立
ち
上
げ
、 

中
里
小
中
一
貫
校
の
承
認
と
、
ス
ク
ー
ル
バ 

ス
問
題
の
解
決
、
ど
ん
ど
火
祭
り
の
定
着
化 

等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
当
た
り
中
心
と
な
っ
て
ご
活
躍
頂
き
ま 

し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
も
日
立
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
奮 

闘
中
で
多
忙
な
中
、
今
年
か
ら
日
立
市
２３
学
区
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推 

進
協
議
会
会
長
に
選
出
さ
れ
就
任
し
ま
す
。
健
康
に
留
意
し
益
々
の
ご
活 

躍
を
祈
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

 
 

５
月
26
日
の
日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
総
会
に
於
い
て
、
会
長 

 
 
 
 
 
 

に
選
任
さ
れ
、
任
期
２
年
に
渡
り
日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
運

営
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
会
は
市
内
に
あ
る
２３
小

学
校
区
の
コ
ミ
ュ
テ
ィ
組
織
の
会
長
で
構
成
さ
れ
、
各
学
区
の
様
々
な
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
て
協
議
し
、
行
政
と
協
働
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
式
典
・
祝
賀
会
等
に
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
代
表
と
し
て
出
席
し
た
り
、
環
境
活
動
・
子
育
て
支
援
・
地
域
福
祉
・
生
涯
学
習 

事
業
な
ど
の
各
種
委
員
会
（
別
表
参
照
）
に
出
席
し
、
行
政
へ
の
要
望
・
提
言
を
図
り
ま
す
。 

 

ま
た
２
か
月
に
１
回
会
長
会
議
を
開
催
し
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
情
報
交
換
、
行
政
か
ら 

の
依
頼
業
務
の
協
議
や
共
同
事
業
の
企
画
立
案
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

中
里
学
区
の
皆
様
に
は
、
中
里
学
区
の
会
長
と
し
て
の
仕
事
が
大
切
で
あ
り
ま
す
の
で
、 

尚
一
層
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
立
市
民
の
皆
様
や
市
長
初
め
行
政
の
皆
様
に
、
中
里
学

区
に
目
を
向
け
て
頂
き
、
少
し
で
も
中
里
学
区
活
性
化
の
た
め
に
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
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日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
お
陰
様
で
、
小
川
市
長
に
は
「
中
里
タ
ク
シ
ー
の
電
気
自
動
車

の
無
料
レ
ン
タ
ル
」「
ひ
た
ち
JA
中
里
支
店
の
存
続
陳
情
」「
中
里
小
中

学
校
特
任
校
へ
の
支
援
」「
里
川
発
電
所
吊
り
橋
の
復
旧
・
観
光
化
」「
リ

ン
ゴ
・
ブ
ド
ウ
農
家
へ
の
県
北
活
性
化
事
業
に
よ
る
支
援
」
な
ど
中
里

の
こ
と
を
広
く
考
え
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
生
活
に
密
着
し

た
課
題
解
決
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
市
民

の
皆
様
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
ご
理
解
を
頂
き
、
一
人
ひ
と
り
が

関
心
を
持
っ
て
頂
き
、
活
動
に
参
加
し
て
頂
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ま
た
中
里
学
区
の
皆
様
に
は
広
い
自
然
環
境
や
文
化
遺
産
や
交
流
セ

ン
タ
ー
を
有
効
活
用
し
て
頂
き
、
絆
を
強
め
、
理
解
し
あ
え
る
人
間
関

係
を
構
築
し
、
よ
り
良
い
地
域
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

昨
年
の
平
成
２８
年
度
の
総
会
終
了
後
、 

小
川
日
立
市
長
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進 

会
（
石
川
諒
一
会
長
）
と
の
市
政
懇
談 

会
が
開
催
さ
れ
、
中
里
の
現
状
報
告
、 

要
望
な
ど
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
日
立
２４
景
指
定
の
里
川
発
電
所
に
架
か
る
吊

り
橋
の
復
旧
に
つ
い
て
中
里
レ
ジ
ャ
ー
農
園
（
リ
ン
ゴ
・
ブ

ド
ウ
等
）
と
、
紅
葉
・
新
緑
の
観
光
に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙

い
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
的
と
し
要
望
、
早
速
今
年
度
予

算
化
さ
れ
、
遊
歩
道
の
整
備
と
吊
り
橋
の
改
修
検
討
の
設
計

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
吊
り
橋
近
隣
の
農
地
所
有
者
に
は
測

量
等
で
畑
の
中
に
入
っ
た
り
、
機
器
搬
入
な
ど
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
。
業
者
に
は
農
地
立
ち
入
り
に
つ
い
て
所
有

者
の
了
解
の
下
実
施
す
る
よ
う
話
し
て
あ
り
ま
す
が
、
ご
要

望
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。（
今
年
度
は
設
計
工
程
ま
で
で
す
） 

 

大
正
１２
年
に
架
け
ら
れ
た
里
川
の
吊
り
橋
、
も
う
一
つ
の

東
河
内
町
に
あ
っ
た
中
里
発
電
所
の
吊
り
橋
は
既
に
撤
去

さ
れ
て
お
り
、
唯
一
残
っ
た
里
川
発
電
所
吊
り
橋
は
中
里
の

果
樹
園
と
観
光
の
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
、
交
流
人
口
の
増

大
化
と
い
う
役
目
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
幼
少
の
頃
吊
り
橋
を
渡
り
紅
葉
の
赤
色
の
美
し
さ
と
里

川
の
清
流
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。 

 
な 

か 

さ 

と 

散
歩
道 

里
川
吊
り
橋
の
復
旧
保
存
の
検
討
開
始
さ
れ
る 

     

会 

報 

 
 

  
 
 

猛
暑
続
く
中
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す 

夢
ひ
た
ち
フ
ァ
ー
ム
（
代
表
梶
山
明
子
さ
ん
）
の 

メ
ン
バ
ー
成
田
芳
大
さ
ん
、
梶
山
清
一
さ
ん
他
計
４ 

名
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
で
７
月
１３
日
（
木
）
大
き 

く
な
っ
た
２
本
の
樹
木
を
剪
定
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

交
流
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
裏
の
樹
木
が
大
き
く
な
っ
て
倉
庫
の
上
に
覆
い
か

ぶ
さ
り
始
め
、
剪
定
を
検
討
し
て
い
た
と
き
、
夢
ひ
た
ち
フ
ァ
ー
ム
の
梶
山
清
一

さ
ん
か
ら
、
夢
ひ
た
ち
フ
ァ
ー
ム
も
農
地
や
古
民
家
住
宅
本
部
の
木
の
剪
定
を
定

期
的
に
行
っ
て
お
り
道
具
一
式
持
っ
て
い
る
の
で
仲
間
で
剪
定
し
て
あ
げ
る
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
早
速
綺
麗
に
剪
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
３

台
分
の
剪
定
樹
木
も
処
分
し
て
い
た
だ
き
、
す
っ
き
り
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。 

紅
葉
と
新
緑
の
里
川
発
電
所
の 

 
吊
り
橋
（
平
成
２２
年
頃
） 

石川会長が日立市２３学区全体のコミュニティ 

推進協議会会長に選出され就任しました。 

日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
会
長
に 

 
 

就
任
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

石
川
諒
一
会
長 

  

石
川
会
長
の
就
任
あ
い
さ
つ
文
紹
介
し
ま
す 

すっきりと綺麗になり明るさを取り戻しました 

只今剪定中です。足元注意！ 

交
流
セ
ン
タ
ー
の
樹
木
剪
定
を
や
っ
て
頂
き
ま
し
た 
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中
里
の
神
社
・
仏
閣
・
文
化
財
・
画
家
の
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

シ
リ
ー
ズ
⑨ 

 
 

 
 

撫
子
山
（
な
で
し
こ
や
ま
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
深
荻
町
呉
坪 

 
 

 

中
深
荻
町
呉
坪
の
素
鷲
神
社
北
東
に
「
撫
子
山
」
が
あ
る
。
山
頂
に
会
沢
彦
左

衛
門
父
子
の
事
蹟
と
併
せ
て
、
平
安
時
代
の
歌
人
能
因
法
師
の
歌
が
記
念
碑
と
し

て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
法
師
が
旅
の
途
中
こ
の
地
に
立
ち
寄
り
詠
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
る
。 

  

登
古
途
和
仁 

 
 

と
こ
と
は
に 

 

多
比
禰
世
志 

 
 

た
び
ね
せ
し 

 

加
難
於
久
都 

 
 

か
な
あ
く
つ 

 

由
以
那
遠
奈 

 
 

ゆ
に
な
お
な 

 
 

 

門
加
止
美
南 

 
 

つ
か
し
み
な 

 

天
矢
枯
乃
也 

 
 

て
し
こ
の
や 

 

摩 
 
 
 
 
 
 

ま 

 
 

 
 

能
因
法
師 

源
義
経
撲
荘
書 

 
 

明
治
４５
年
４
月
建
立 

 
 明

治
２１
年
市
町
村
選
定
に
当
た
り
、 

町
村
分
合
諮
問
案
が
出
さ
れ
た
が
中
里 

村
の
名
称
は
初
め
、
「
撫
子
山
」
が
原
案 

で
あ
っ
た
。 

 

道
も
整
備
さ
れ
登
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で 

是
非
一
度
訪
れ
て
み
て
は
？ 

 
 

中
里
小
学
校
２
年
生
全
員
（
担
任
安
藤 

桂
子
先
生
）
が 

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
苗
を
、
中
里
交
流
セ
ン
タ
ー
に
段
ボ
ー
ル 

３
箱
（
約
８０
本
）
持
っ
て
き
ま
し
た
。
お
話
に
よ
る
と 

２
年
生
全
員
で
、
種
を
蒔
き
苗
を
育
て
た
と
の
こ
と
。 

 

持
っ
て
き
た
苗
は
、
葉
の
色
も
濃
く
、
茎
も
し
っ
か
り 

と
し
て
い
て
元
気
！
立
派
な
苗
で
し
た
。
早
速
職
員
全
員 

で
各
行
事
に
参
加
に
来
た
地
区
内
の
人
、
他
地
区
か
ら
の 

訪
問
者
に
配
り
ま
し
た
。
勿
論
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
も
プ 

ラ
ン
タ
ー
に
６
本
植
え
毎
日
水
や
り
、
脇
目
採
り
を
し
て
育 

て
て
い
ま
す
。
３０
日
～
４０
日
後
に
は
真
っ
赤
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
が 

鈴
な
り
に
実
り
、
美
味
し
く
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
学
生 

も
出
来
栄
え
確
認
に
交
流
セ
ン
タ
ー
に
来
て
下
さ
い
。
ト
マ
ト
は
、 

朝
摘
み
取
る
の
が
一
番
甘
い
そ
う
で
す
よ
！ 

 

配
ら
れ
た
ト
マ
ト
の
種
類
は
背
丈
が
伸
び
な
い
、「
プ
リ
テ
ィ
ー 

ベ
ル
」
と
言
わ
れ
る
種
類
で
倭
性
ト
マ
ト
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

社
会
福
祉
協
議
会 

安
島
光
子 

 

７
月
１３
日
（
木
）
梅
雨
明
け
前
の
曇
天
で
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
が
、
石
川
会

長
、
石
川
尚
武
氏
の
参
加
で
、
大
津
満
夫
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
ほ
り
を
、
「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
行
事
の
一
環
で
、
多
数
の
子
供
た
ち

を
迎
え
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
「
こ
ど
も
の
い
え
認
定
子
ど

も
園
」（
園
長 

見
城
美
智
子
氏
）
２５
名
の
園
児
と
付
き
添
い
先
生
４
名
、
市
内

の
一
般
親
子
参
加
者
１０
名
、
計
４０
数
名
で
大
歓
声
を
張
り
上
げ
掘
り
起
こ
さ
れ

ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
も
初
め
て
の
経
験
ら
し
く
、
イ
モ
づ
る
式
に
掘
り
起
こ
さ
れ
る
様

子
で
大
歓
声
、
大
き
な
ミ
ミ
ズ
を
発
見
し
て
騒
ぐ
こ
ど
も
達
と
、
衣
服
に
土
が
着

い
て
手
を
泥
だ
ら
け
に
し
な
が
ら
夢
中
で
掘
り
起
こ
す
子
と
、
全
員
元
気
に
芋
ほ

り
が
行
わ
れ
た
。 

 
 

 

 

大
量
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
各
自
が
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
り
ま
た
、「
こ
ど
も

の
い
え
認
定
子
ど
も
園
」
で
は
園
の
行
事
に
使
用
し
た
い
と
持
ち
帰
り
、
そ
れ
で
も
配
り
切
れ
な
い

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
高
鈴
幼
稚
園
で
バ
ザ
ー
に
使
い
た
い
と
お
母
さ
ん
た
ち
が
持
ち
帰
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
丹
精
込
め
て
栽
培
し
て
く
れ
た
大
津
満
夫
さ
ん
、
今
日
の
蒸
し
暑
い
中
ご
協
力

い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
い
芋
ほ
り
を
経
験

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

              

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
芋
ほ
り 

  
 
 
 
 

 

ト
マ
ト
の
苗
を
種
か
ら
育
て
ま
し
た 

２年生全員と寄せ書き 

交流センターのトマト植え付け 

中里学区コミュニティ推

進会  平成２９年度  

広報活性部員紹介 

 

部長 小澤 宏樹氏 

部員 中嶋 繁雄氏 

   平塚 重光氏 

   深田 清二氏 

宜しくお願いいたします。 

 

 

 

わんぱく隊 宿泊体験 

募集のお知らせ 

 

今年のテーマは音楽と楽

しもう！簡単な楽器を作

り皆で楽しく演奏します 

 

平成２９年９月２日（土） 

 

 

大きなミミズ多数発見！ 

掘り起こしたジャガイモでハイポーズ 

写真は木村豊司様 

撮影写真を掲載しました。 


